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日本行動計量学会事務局
〒106-8569
東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 村上研究室
Tel & Fax 03-5421-8766

大学院への進学を決め統計学を勉強してい
たとき、ある雑誌の表紙に「コンピューターが
ひらく新しい統計学」というタイトルをみつけ
た。それは、ダイアコニスとエフロンによる
ブートストラップ法の論文を紹介する記事で
あった。記事の発刊は1983年であり、いまから
20年ほど前のことである。当時のコンピュータ
といえば、大型計算機センターにあるメインフ
レームのことであったが、この論文がそれ以降
の統計理論の研究に少なからず影響を与えたこ
とは、その後の年月が証明している通りであ
る。
80年代にPCいわゆるパソコンが登場し、統

計計算がメインフレームやミニコンからパソコ
ンへと移行し始めた。90年代に入るとパソコン
やワークステーションの急激な普及がその移行
をさらに加速させた。計算機環境の進歩は現在
も著しく、その利点を生かしたデータマイニン
グが最近の流行である。これまで統計学が行動
計量学を支えるデータ解析手法を数多く提供し
てきたことは事実であろう。しかし、いまその
貢献だけで十分であるとは思えない。実際、最
新のデータ解析手法はいわゆる統計学の分野の
みから提供されるだけではなく、データマイン
ニングのように計算機科学など他分野からの手
法提供も始まっている。ライバルは多い。頑張
らねばならない。行動計量的立場に立てば、多
方面からの支援ツールが期待できるチャンスの
時代でもある。
統計的データ解析法の研究をする者として、

いま思い至ることが１つある。それは、統計学

者がユーザー指向の視点に立った統計手法の開
発や、ある意味での売込みを(最近は)怠ってき
たのではないかということである。計算機の性
能の進展とその普及により、FisherやNeyman、
Pearsonらの時代に想定されていたユーザーと
は異なったデータ解析需要と新しいタイプの
ユーザーの出現がある。それに気付かないうち
に、ライバルはこの需要とユーザーに触手を伸
ばし大いに歓迎されている。様々な視点からこ
れを批判することは簡単であるが、その代替法
をきちんと提示できなければ、その批判は意味
がない。
9月に開催される甲子園大学での第29回日

本行動計量学会では、「ユーザーとメーカーの
公開相談会」が開催されそこで議論されること
になると思うが、統計手法の開発は、それを必
要とし使用するユーザーがいて初めて意味があ
るわけで、有効な手法であればあるほど、その
普及を強く図らなければならない。統計手法の
普及には、その手法を実践できるソフトウェア
の開発とその手法に関する教育が欠かせない。
幸いにも現在はインターネットの時代である。
昔のようにソフトウェアの普及に、時間や手
間、コストがかかる時代ではない。個人レベル
でも容易に実行可能である。自分で開発した手
法を実践できるソフトウェアを開発・公開し、
ユーザー拡大の実績をあげている海外研究者は
数多い。我々もユーザーの視点に立ち、使って
もらえるモノを考えていかなければならないで
あろう。

コンピュータがひらくあたらしい統計学、
そして時代が求めるデータ解析術

立教大学社会学部　山口和範
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平成12年度第6回理事会議事録

日時：2001年 2月 19日 18:00～ 19:30
場所：統計数理研究所特別会議室
出席者：飽戸弘、足立浩平、江川清、岡太彬訓、菊
地賢一、齋藤堯幸、繁桝算男、杉山明子、林文、
馬場康維、村上征勝、山岡和枝、吉野諒三

１．第29回大会準備報告
・開催期間は9月14日から16日午前までを予定。教
育心理学会などが前後にあり、この日程に決定。
・甲子園大学の会員は4名、実質動けるのは3名、人
手が少ないので例年よりも規模を縮小せざるを得な
い。非会員で補充する。
・規模縮小のため、16日は午前中のみとする予定。
参加者が多ければ午後まで。
・現在、第1号通信を印刷済み、学会事務センター
に送り、会報と同時に会員に送る。
・プログラムは、
特別講演：松沢哲郎先生(京都大学霊長類研究所)
比較認知科学について

シンポジウム：開催校としては企画しない。参加者
による企画で行う。

特別セッション：ユーザーとメーカーの公開相談会
として2つの企画(合宿セミナーと重複する部分
もあるが、木下先生がユーザーとメーカーで本
をだされたこともあり、是非の企画)。これとは
別の時間帯に統計カウンセリング(公開相談会)。

・予算、準備日程などは昨年と同じに計画。

・この他、宝塚のプラチナチケットが抽選で当たる
ようなことも企画。
・チュートリアルセミナーについては、別に案内す
る。
・プログラムは8月に発送する。
・公開相談会は、特別セッションというよりも、ワー
クショップではないか、との意見あり。
・以下の会合の会場の予約を依頼。第1日夜：理事
会、第2日昼：編集委員会、前日：運営委員会。
・実務担当は、福井誠、足立浩平両氏。大会用e-mail
準備。

２．委員会報告
・欧文誌編集委員会
Vol.28、No.1、3月中に出版できる。査読状況報

告。
・和文誌編集委員会
和文誌編集委員の追加(屋井鉄雄氏)。第27巻2号、

3月中旬に出版できる予定。2000年12月発行とする。
内容は、原著1編、研究ノート1編、資料1編、第
28回大会発表一覧、書評4編、学会活動報告(第 66
回シンポジウム、99年度小グループ研究会活動報
告)。今回より小グループ研究会活動報告を和文誌に
掲載する。今後の出版予定、第28巻1号は6月発行
予定で準備。投稿論文は、現在進行中4編、新たな
投稿3編。

▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲
日本行動計量学会第29回大会のお知らせ
▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲

◆ 招待講演とセミナーの中止
J.J. Meulman博士およびJ.H. Friedman博士お２人の来日が不可能になり、下記の招待講

演とチュートリアルセミナーは中止いたします。御参加を予定されていた会員の方々に深
くお詫び申し上げます。
▲ 招待講演 J. J. Meulman   中止
▲ 招待講演 J. H. Friedman  中止
▲ チュートリアル：Meulmanと Friedman の セミナー   中止
◎ 他のチュートリアルセミナーは開催されます。

◆ 大会プログラムに記しましたように、多くの企画を用意いたしましたので、皆
様方の御参加をお待ちいたしております。
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・運営委員会
合宿セミナー、申し込み締め切りは2月15日で、

多変量解析は60名、医学統計は22名の申し込み。予
定定員80名ずつ、75名で採算がとれる計画であっ
たので、さらに申し込みを受け付ける。会報にも申
込書をつける。これまでに申し込まれたうち、21名
は新たな会員(学生12、一般9)。この時期卒業式な
どの行事と重なったため参加者がすくないのではな
いか。
・広報
大会のホームページのリンクを張った。合宿セ

ミナーのホームページ(東京女子大学)が立ちあがっ
ている。会報をA4判にするという提案。事務局と
検討し、経済的負担がなければ問題なし。
・組織検討委員会
役員選挙に関する学会規則の改定に関して、思

いこみで判断しないように資料を作成したいが、難
航している。改定するならば、6月の会報で会員に
知らせて大会に出す必要あり。これまで、理事が何
票で当選しているかの票数データ、選挙当選か、推
薦によったかの記録は、会報を遡ればわかる。改定
を前提としており、論議されるがまとまらない。必
ずしも制度改革しなければならないわけではない。
若い人がどんどん入ればよいという意見も。次回ま
でに、これまでの論点もまとめて報告していただく
ことに。
・研連
特になし。

・事務局
会員移動状況(12月の会報に載せた人数は、国内

会員のみであった)。会員は順調に増加している。問
い合わせも多い。特に和文誌に関する問い合わせが
ある。発行の遅れは早く取り戻すべき。

３．その他
2001年度の理事会予定、5月14日(月)、7月9日

(月)、9月14日(金)(大会当日)、11月12日(月)、2002
年 2月 4日(月)。2001年度最初の理事会には、各委
員長は2000年度の報告、2001年度の計画を、A4用
紙1枚にまとめて提出して欲しい旨の依頼。

2001年度春の合宿セミナーの
お知らせ（第1号通信）

成蹊大学工学部　岩崎　学

第4回目の日本行動計量学会・春の合宿セミナー
を以下の要領で開催する予定です。

日　時：2002年3月 21日（祝）13:30～ 22日（金）
17:00（1泊 2日）

会　場：安田生命アカデミア（東京都府中市日鋼町
1-40）

参加費（予定）：1泊2日3食付き、宿泊なしの場合
は別途設定
会員：15,000円、非会員：18,000 円、学生：
12,000円

テーマ：「交流」しましょう
定　員：宿泊人数制限50名、参加受付は会員優先

今回のセミナーは、「講義形式」でなく「セミナー
形式」で実施したいと思います。基調講演は用意し
ますが、基本的に、1人ないしは数人のグループリー
ダーを中心にした10名程度の小グループをいくつ
か作り、グループ内で意見交換しながら知識と交流
を深めます。話を聞くだけではなくて参加者全員の
主体的な貢献を期待しています。
この第1号通信では、下記の要領でグループリー

ダーの自薦他薦を募集します。グループリーダーが
決まった後、次号会報（12月発行予定）において一
般の参加者の申し込み方法をお知らせする予定で
す。

春の合宿セミナー・
グループリーダー募集

・応募方法（自薦あるいは他薦）：自薦の場合は、ご
自分の設定するテーマ名とその概略を簡単にお
書きの上、下記までご応募ください。他薦の場合
は、「この人」に「このテーマ」でやって欲しい
旨を同じく下記までお寄せください（こちらで
交渉します）。ご応募は、郵便、FAX あるいは電
子メールのいずれでも結構です。面白いテーマ
での応募をお待ちしています。

・応募先：〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-
3-1 成蹊大学工学部　岩崎　学
FAX: 0422-37-3871, E-mail: iwasaki@is.seikei.ac.jp

・応募締切：2001年 10月 15日（必着）
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運営委員会から

＜大会時チュートリアルセミナー＞
●日本行動計量学会第29回大会時チュートリアル
セミナー変更のお知らせ
Jerome H. FreedmanとJacquline J. Meulmanによる

チュートリアルセミナー「Nonlinear Methods for Clas-
sification and Regression」は、残念ながら、講師の先
生の健康上の事情により9月の来日が取りやめにな
りました。そのため、上記チュートリアルセミナー
の開催もやむなく中止となりました。ご迷惑をおか
けいたしましたことを深くお詫び申し上げます。
新たに、トロント大学の西里静彦先生による双

対尺度法に関するチュートリアルセミナーを以下要
領で開催いたします。
題目：双対尺度法概説
講師：西里静彦（トロント大学）
日時：2001年 9月 13日（第29回大会の前日）

13:00～ 17:00
場所：甲子園大学（第29回大会と同じ）
問い合わせ先：岡太彬訓（立教大学）

bsj@ml.rikyo.ne.jp
参加費（有料）、参加申し込みなど詳しいことに

ついては、本チュートリアルセミナーのホームペー
ジhttp://www.rikkyo.ne.jp/̃kyamagu/BSJ2001/ をご覧
下さいますようお願いいたします。

●ロジスティック回帰分析の理論と応用（オーガナ
イザ：山岡和枝）

題目：ロジスティック回帰分析の理論と応用－SAS/
SPSS/S-PLUS を利用した統計解析の実際－

講師：丹後俊郎、山岡和枝
日時：2001年 9月 13日（木）13:00～ 17:30
場所：甲子園大学（第29回大会と同じ）
問い合わせ先：山岡和枝（帝京大学）

kazue@med.teikyo-u.ac.jp
参加費（有料）、参加申し込みなど詳しいことに

ついては、大会のホームページをご覧下さい。

＜行動計量シンポジウムのお知らせ＞
●緊急事態の調査・分析―阪神淡路大震災の事例―
日時：2001年 11月 15日（木）13:30-17:00
場所：統計数理研究所講堂
主催：日本行動計量学会
企画：柳原良造
演題・講師：
・兵庫県南部地震前後の地震観測
橋本　学（京都大学防災研究所地震予知研究
センター）

・阪神淡路大震災時の人的被害の計測
西村　明儒（滋賀医科大学）

・阪神淡路大震災時の物的被害の計測体制（仮
題）
牧　紀男（防災科学技術研究所）

・HRAFコードを用いた災害エスノグラフィーの
分析
田中　聡（京都大学防災研究所）

詳細は別紙またはホームページをご覧下さい。

このほか、以下のシンポジウムを予定しており
ます。いずれも決定次第、会報またはホームページ
上に掲載いたします。
●行動計量学からの政策提言（オーガナイザ：林　
理）（2002年 2月頃の予定）

●選挙関連のシンポジウム（仮題）（オーガナイザ：
松本正生）（今秋の予定）

＜入会案内の改訂＞
事務局と協力して、入会案内の文書を改訂いた

しました。
会員各位には見本として一部本会報に同封しま

すので、身近に学会に興味をお持ちの方がいらした
ら、是非ご勧誘下さい。
なお、入会案内を常置していただける箇所があ

りましたら、ご紹介下さい。下記へご連絡をいただ
ければ必要部数をお送りいたします。

連絡先：前田忠彦（統計数理研究所）
〒106-8569　東京都港区南麻布4-6-7
Tel: 03-5421-8734, Fax: 03-5421-8796
E-mail: maeda@ism.ac.jp

和文誌編集委員会から

このところ発行が遅れております「行動計量学」
ですが、２８巻１号についても、準備が遅れており、
９月の大会前の発行は難しい状況です。この号には
２１世紀の最初の号として、展望論文の特集が組ま
れており、充実した内容のものを目指しております
ので、どうぞご期待ください。
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関連学会等カレンダー

＜学会大会等＞
☆ 日本計算機統計学会第15回シンポジウム
（ICNCBと同時開催，ICNCBは別記参照）
会　期：2001年 8月 30日（木）～9月1日（土）
会　場：大阪大学コンベンションセンター
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1-1（大阪大学吹田
キャンパス内）

照会先：シンポジウム事務局
〒560-8531 大阪府豊中市待兼山町1-3
大阪大学　大学院基礎工学研究科　数理科学分野
坂本　亘・杉本知之
Tel：06(6850)6482, 06(6850)6486　
Fax：06(6850)6496
E-mail：sympo15@jscs.or.jp
URL：http://www.jscs.or.jp/taikai/sympo15

☆ 日本統計学会第69回大会
会　期：2001年 9月 1日（土）～ 4日（火）
（9月1日はチュートリアル：別記参照）

会　場：西南学院大学キャンパス
（福岡市早良区西新6-2-92）

照会先：日本統計学会　事務局
〒106-8569  港区南麻布4-6-7
統計数理研究所内
Tel：03-3442-5801  Fax：03-3442-5924
学会WebページURL：http://www.jss.gr.jp/

大会共通テーマ：統計分野におけるインターネットの
活用／統計理論と金融工学／官庁統計の現状と課
題／マルコフ連鎖モンテカルロシミュレーション
を用いた実証分析／九州経済の統計分析／非線
形・複雑系への統計的アプローチ／逐次解析の最
近の発展／事前情報のある統計モデルの解析法／
不完全データの解析／臨床試験の計画

☆ 日本人間工学会第42回大会
会　期：2001年 9月 4日（火）～6日（木）
会　場：東京農業大学生物産業学部（網走市），網走市
民会館

照会先：大会事務局 東京農業大学生物産業学部　生物
生産学科内（伊藤，橋詰，藤田，大西）
〒093-2422　網走市字八坂196
Fax：0152-48-3831
E-Mail：m-ito@bioindustry.nodai.ac.jp
URL：http://www.bioindustry.nodai.ac.jp/ningen/

る道具というよりも、実世界の問題解決や意思決定
と直結しているように思います。(この点では、いわ
ゆる統計的仮説検定にも疑問がありますが。)このシ
ンポが、そのような実践的なプロジェクトへの導入
として役立つことを希望いたします。

第69回行動計量シンポジウム報告
繁桝算男

第69回行動計量シンポジウムが、｢実践的ベイジ
アンアプローチ｣というタイトルで、平成13年7月
13日(金)午後1時より、東京大学教養学部で開かれ
ました。実践的なベイズ的アプローチについて、次
の３つの講演がありました。

１． ベイジアンネットワークモデルの構築と評価(因
果関係の分析)
繁桝　算男(東京大学)

２．MCMC法の加速の方法について
伊庭　幸人(統計数理研究所)

３．ベイズ的因子分析の現状と将来
S. James Press(University of California, Riverside)

第１の話題は、不確かな世界に関する知識をモ
デル化し、実際の問題解決に役立つベイジアンネッ
トワークモデルについて、その基本の説明がありま
した。ホームズとワトソン君という(ありがちな？)
架空例を通して、データによる確率伝播が説明され
ました。また、データによる条件付確率の更新や、構
造モデルの選択は、本質的に統計学が抱える問題と
同じであり、そのような観点からベイジアンネット
の問題が整理されました。このベイジアンネットの
モデルに基づく学習でも問題は計算量です。この問
題に関するひとつの回答が、次のMCMC法です。第
２の話題では、MCMC法の基本と、計算の加速に関
する現在の先端的な方法が説明されました。ギブス
サンプリングはMCMC法のうちでも最も使いやす
いものといえますが、多峰型の分布などの場合等に
おいて、万能の手法ではなく、効率も悪いので、こ
のような際の方法として、拡張アンサンブルを用い
た諸手法、Metropolis-coupled MCMC(MC3)や、マル
チカノニカル法が推奨されました。最後の話題は、
因子分析に対して、ベイズ的にアプローチする方法
の現状と将来に関しての講演でした。この歴史は意
外と古く、講演者自身も70年代にすでに論文を発表
していますが、近年の発展は、コンピュータと数値
解析の技術の発展に負うところが大きいようです。
この講演では、因子分析モデルのベイズ的アプロー
チの事前分布や、因子数などの問題について詳しく
解説がありました。
当日は、40人ほどの出席者があり、熱心に聴講

されました。直接的に役に立つという意味での実践
的であったかどうかは、企画者としてやや不安があ
りますが、本質的には、ベイズ統計学は、実践的な
性質を持っています。サイエンスのための結論に至
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☆ 第17回ファジィシステムシンポジウム
会　期：2001年 9月 5日（水）～7日（金）
会　場：日本大学 理工学部 船橋校舎（千葉）　
照会先：大会委員長 新宮清志
〒274-8501　千葉県船橋市習志野台7-24-1
日本大学　理工学部　海洋建築工学科
Fax：047-469-5426
E-Mail：kshingu@shinguu2.cs.cst.nihon-u.ac.jp
URL：http://fss2001.t-kougei.ac.jp/index.html

☆ 日本教育心理学会第43回総会
会　期：2001年 9月 7日（金）～9日（日）
会　場：名古屋国際会議場
照会先：総会準備委員会
〒448-8542　刈谷市井ヶ谷町広沢1
愛知教育大学心理学研究室内
Fax：0566-26-2300
E-mail：jaep43@auecc.aichi-edu.ac.jp
URL：http://www.psych.aichi-edu.ac.jp/jaep43/

☆ 日本応用心理学会第68回大会
会　期：2001年 9月 8日（土），9日（日）
会　場：岩手県立大学
照会先：大会準備委員会
〒020-0193　岩手県岩手郡滝沢村滝沢字巣子152
番地52　岩手県立大学　社会福祉学部
TEL：019-694-2388, 2420 Fax：019-694-2389
E-mail：jaap2001@iwate-pu.ac.jp
URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jaap/index.html

☆ 日本オペレーションズリサーチ学会
2001年度 秋季研究発表会
会　期：2001年 9月 12日（水），13日（木）
会　場：岡山理科大学
特別テーマ：「福祉とOR---安全・安心・活力」
照会先：実行委員会　総括：太田垣博一
〒700-0005 岡山市理大町1-1 岡山理科大学工学部
Tel & Fax：086-256-9524
E-mail：ohtagaki@ee.ous.ac.jp
URL：http://okaridai.ous.ac.jp/or2001fall/

☆ 第3回日本感性工学会総会
（協賛：日本行動計量学会他）
会　期：2001年 9月 13日（木），14日（金）
会　場：中央大学理工学部・後楽園キャンパス
（東京都文京区春日1-13-27）

大会テーマ：「感性と IT/感性 ITと新世紀の産業」
照会先：日本感性工学会事務局
〒104-0045　東京都中央区築地4-12-2 ライオンズ
マンション東銀座1005
Tel & Fax：03-3549-7727
E-mail：jeke@wwwsoc.nii.ac.jp
URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jske/

☆ 第2回日本認知言語学会全国大会
会　期：2001年 9月 15日（土），16日（日）
会　場：大阪外国語大学
(大阪府箕面市粟生間谷東8-1-1)

照会先：日本認知言語学会事務局
〒223-8521　横浜市港北区日吉4-1-1
慶應義塾大学新研究棟 辻 研究室気付
E-mail：jcla@nifty.com
URL：http://homepage2.nifty.com/jcla

☆ 第32回数理社会学会大会
会　期：2001年 9月 22日（土），23日（日）
会　場：群馬大学
照会先：大会事務局
〒371-8510　 前橋市荒牧町4-2　群馬大学社会情
報学部　富山研究室気付
Tel & Fax：027-220-7438
URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/

☆ 社会言語科学会第8回研究大会
会　期：2001年 9月 22日（土），23日（日）
会　場：慶應義塾大学三田キャンパス
（東京都港区三田2-15-45）

照会先：研究大会委員会
E-mail：jasstaik@kc4.so-net.ne.jp
URL：http://www01.u-page.so-net.ne.jp/ra2/jnagase/
taikai.html
学会事務局　（専修大学文学部永瀬研究室）
〒214-8580　川崎市多摩区東三田2-1-1
Tel & Fax：044-911-0688
E-mail：thb0308@isc.senshu-u.ac.jp

☆ 日本神経回路学会第11回全国大会
会　期：2001年 9月 27日（木）～29日（土）
会　場：ならまちセンター　（奈良市東林寺38）
照会先：「JNNS2001奈良」事務局
〒619-0237京都府相楽郡精華町光台2‐4
NTTコミュニケーション科学基礎研究所
知能情報研究部 上田修功　（アシスタント　中島智
子）
Tel：0774-93-5133 Fax：0774-93-5155
E-mail：jnns2001@cslab.kecl.ntt.co.jp
URL：http://www.kecl.ntt.co.jp/as/jnns2001/

☆ 日本応用数理学会2001年度年会
会　期：2001年 10月 7日（日）～9日（火）
会　場：九州大学箱崎キャンパス
照会先：日本応用数理学会2001年度年会事務局
〒812-8581 福岡市東区箱崎6-10-1
九州大学大学院数理学研究院
Fax：092-642-2779
E-mail：jsiam2001@math.kyushu-u.ac.jp
URL：http://www.math.kyushu-u.ac.jp/jsiam2001/
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☆ 第6回日本社会情報学会大会
会　期：2001年 10月 13日（土），14日（日）
会　場：札幌学院大学　http://www.sgu.ac.jp
照会先：第6回大会実行委員会
〒069-8555　北海道江別市文京台11番地
札幌学院大学　社会情報学部　
大國充彦研究室内
E-Mail：ohkuni@sgu.ac.jp
Tel：011-386-8111 内線5124
Fax：011-386-8113
URL：http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jsis/index.html

☆ 日本社会心理学会第42回大会
会　期：2001年 10月 13日（土），14日（日）
会　場：愛知学院大学文学部
照会先：大会準備委員会事務局
〒470-0195　愛知県日進市岩崎町阿良池12
愛知学院大学文学部心理学科
Tel：05617-3-1111（内線232）
Fax：05617-3-8179
E-mail：jssp2001@dpc.aichi-gakuin.ac.jp
URL：http://www.aichi-gakuin.ac.jp/̃jssp2001/

☆ 日本心理学会第65回大会
会　期：2001年 11月 7日（水）午後～ 9日（金）
会　場：筑波国際会議場（エポカルつくば）
（つくば市竹園2-20-3）

照会先：大会準備委員会（筑波大学心理学系内）
〒305-8572つくば市天王台1-1-1
Tel：0298-53-4597 Fax：0298-53-6713
E-mail：jpa2001@human.tsukuba.ac.jp
URL：http://www.human.tsukuba.ac.jp/jpa2001/

☆ 応用統計学会第23回シンポジウム
会　期：2001年 11月 8日（木），9日（金）
会　場：統計数理研究所
（東京都港区南麻布4-6-7）

テーマ：ゲノムと統計
特別講演：鎌谷直之（東京女子医科大学）「遺伝統計学
の理論と応用／大橋順（東京大学）・伊藤陽一（東
京大学）「疾患関連遺伝子解析およびチップの解
析」

チュートリアル・セミナー（8日午前、別記参照）：「デー
タ解析のための数値計算法入門」　

照会先：応用統計学会　事務局
〒 107-0062 東京都港区南青山 6-3-9 大和ビル 2F
（財）統計情報研究開発センター内
e-mail：applstat@sinfonica.or.jp
Fax：03-5467-0484
URL：http://www.applstat.gr.jp/

☆ 第74回日本社会学会大会
会　期：2001年 11月 24日（土），25日（日）
会　場：一橋大学
照会先：日本社会学会事務局　　　　
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
東京大学文学部社会学研究室内
Tel：03-5841-8933 Fax：03-5841-8932
URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/index.html

＜シンポジウム・講演会等＞
☆ 日本OR学会第46回シンポジウム
日　時：2001年 9月 11日（火）10:00～ 17:00
会　場：岡山理科大学  （岡山市理大町1-1）
テーマ：「ファジィＯＲ」
照会先：学会Web Page
URL：http://www.orsj.or.jp/labo.html

☆ 統計数理研究所公開講演会
日　時：2001年 11月 7日（水）13:30～ 15:30
会　場：統計数理研究所　講堂
（東京都港区南麻布4-6-7）

事前予約不要、入場自由
テーマ：「これからの教育と統計」
1. 統計で何を教えるか

清水良一（統計数理研究所）
2. どうしたらデータの扱い方の重要性を若者に伝
達できるだろうか

吉村　功（東京理科大学）
3. 数量的思考と統計教育

竹内　啓（明治学院大学）
照会先：統計数理研究所 公開講演会担当
Tel：03-3446-1501（代表）
URL：http://www.ism.ac.jp/ciss/koukai-kouenkai.html
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＜科研費研究集会＞
平成13年度の科学研究費シンポジウム計画一覧

（統計関係と確率論関係）は、下記の日本数学会統計
分科会のホームページで参照することができます。

http://www.math.s.chiba-u.ac.jp/mathstat/
この中から、開催概要が確定しており、特に本学

会会員各位に関係の深そうなものを選んでご紹介し
ます。

☆基盤研究（Ａ）（１）「非正則推測理論と情報量の
概念に関する研究」（研究代表者：赤平昌文（筑
波大学））による研究集会

●「最近の計算機支援型推測の基礎理論とその応
用」
研究分担者：坂田年男（九州芸工大），山口和範（立教
大学）

日　時：2001年 10月 25日（木）～27日（土）
会　場：福岡市内
内容・目的：計算機の発達により統計学の手法も理念
もそのカバーする領域も大きく変貌してきた。
ブートストラップに始まり，MCMC，ニューラル
ネットワーク，データマイニングと，計算機支援
型推測は統計モデルを前提とし推論を支援する初
期の形態から統計モデルを前提としない解析手法
と変貌しつつあるように見受けられる。しかしな
がら，MCMCから後に現れた手法の数理的性質の
解明は必ずしも十分とは云い難いように思われる。
本シンポジウムは最近の計算機支援型推測の理論
的，数理的面からの研究とその技法の実際データ
への有効な適用例などの応用面からの研究の両側
面からの講演を募集する。両者の意見交流の場と
し，計算機支援型推測の健全な発展に寄与するこ
とを願うものである。

 照会先：九州芸術工科大学工業設計 坂田年男
〒815-8540　福岡市南区塩原4-9-1
E-mail：sakata@kyushu-id.ac.jp
Tel：092-553-4450 Fax：092-553-4450

☆基盤研究（Ａ）（１）「統計学における理論と応用
の総合的研究」（研究代表者：杉山高一（中央大
学））による研究集会

●「データの表現法と解析法」
 研究分担者：水田正弘（北海道大学），中西寛子（成
蹊大学），佐藤義治（北海道大学）

日　時：2001年 10月 23日（火），24日（水）
会　場：北海道大学情報メディア教育研究総合セン
ター　会議室　他

内容・目的：統計的データ解析における、データの表
現法およびそれに関連した解析法について研究発
表・討論を行う。データのグラフィカル表現法、
データ構造、データマイニング、非線形データ解
析法、実際のデータ解析例など。

 照会先：北海道大学 情報メディア教育研究総合セン
ター  水田正弘
〒060-0811 札幌市北区北11西 5
E-mail：mizuta@cims.hokudai.ac.jp
Tel：011-706-3755 Fax：011-706-4854
専用E-mail：kaken2001@tiss1.cims.hokudai.ac.jp
http://tiss1.cims.hokudai.ac.jp/meetings/kaken2001/

●「因子分析と共分散構造分析の諸問題」
研究分担者：佐藤　学（広島県立保健福祉大学）
日　時：2001年 11月 9日（金），10日（土）
 会　場：統計数理研究所（東京都港区）
 照会先：広島県立保健福祉大学　保健福祉学部 総合
教育センター　佐藤　学
〒723-0053 広島県三原市学園町1-1
E-mail：sato@hpc.ac.jp

●「計算機統計学とその医学・生物学への応用」
研究分担者：田中　豊（岡山大学），折笠　秀樹（富山
医科薬科大学）

日　時：2001年 12月 3日（月），4日（火）
会　場：未定（岡山県内）
照会先：岡山大学環境理工学部　田中　豊
〒700-8530　岡山市津島中3-1-1
Tel：086-251-8831
E-mail：tanaka@ems.okayama-u.ac.jp

☆基盤研究（Ｂ）（１）「不確実性の下での動的決定
解析とその応用」（研究代表者：吉田裕治（北九
州市立大））による研究集会

●「不確実性の下での数理的意志決定の研究」
研究分担者：吉田裕治（北九州市立大），中神潤一（千
葉大）

日　時：2001年 10月 18日（木），19日（金）
会　場：北九州市立大学
内容・目的：計画数学に関する標記テーマについて最
新の研究成果の発表と討論を行う。さまざまなモ
デルに対する新しい理論展開および応用例を歓迎
する。

照会先：北九州市立大学経済学部経営情報学科
吉田裕治
〒802-8577　北九州市小倉南区北方4-2-1
Tel：093-964-4103 Fax：093-964-4000
E-mail：yoshida@kitakyu-u.ac.jp

その他：上記研究会は、基盤研究（Ｂ）（２）「ファジィー
決定過程における頑健性構造の理論と応用に関す
る研究」研究代表者：中神潤一（千葉大・理学部）
と共同開催。
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＜チュートリアル類＞
☆ 日本統計学会第9回チュートリアル・セミナー
日　時：2001年 9月 1日（土）（第69回大会前日）
会　場：西南学院大学
内　容：（午前と午後それぞれ１テーマ）
テーマ１：「ウェーブレットと統計解析」
（オーガナイザ：田中勝人（一橋大学））　
テーマ２：「臨床試験を支える因果推論」
（オーガナイザ：柳本武美（統計数理研究所））

予約制、有料
照会先：日本統計学会事務局
〒106-8569  港区南麻布4-6-7
統計数理研究所内
Tel：03-3442-5801 Fax：03-3442-5924
URL：http://www.jss.gr.jp/

☆ 第9回計量生物セミナー
日　時：2001年 10月 12日（金），10月 13日（土）
会　場：富士教育研修所
（静岡県裾野市下和田656）

テーマ：下記の２部のいずれか
「臨床」：医薬品開発における薬物動態および薬力
学の特徴づけと民族間の類似性（オーガナイザ：上
坂浩之（日本イーライリリー））
「生物」：Bioinformatics：ゲノム情報による遺伝子
の探索，機能予測，集団構造と進化の推定（オー
ガナイザ：岸野洋久（東京大学農学部））

予約制（会員の申込みを優先）、有料
照会先：日本計量生物学会事務局
〒107-0062 東京都港区南青山 6-3-9 大和ビル 2F
（財）統計情報研究開発センター内
E-mail：biometrics@sinfonica.or.jp
Fax：03-5467-0482
URL：http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jbs/index_j.html

☆ 応用統計学会チュートリアル・セミナー
日　時：2001年 11月 8日（木）午前
会　場：統計数理研究所
テーマ：「データ解析のための数値計算法入門」
講　師：岩崎学（成蹊大学），土谷隆（統計数理研究所）
照会先：応用統計学会　事務局
〒107-0062 東京都港区南青山 6-3-9 大和ビル 2F
（財）統計情報研究開発センター内
E-mail：applstat@sinfonica.or.jp
Fax：03-5467-0484
URL：http://www.applstat.gr.jp/

＜国際会議＞
☆ ISI2001サテライト・ミーティング（前号既報）
●「環境と健康：統計科学からの挑戦国際会議」 "In-
ternational Conference on Statistical Challenges
in Environmental Health Problems" （日本計量
生物学会主催）
会　期：2001年 8月 30日（木）～9月1日（土）
会　場：福岡市ソフトリサーチパーク
照会先：組織委員会委員長　柳川　堯
九州大学大学院数理学研究院
〒812-8581　福岡市東区箱崎6-10-1
FAX：092-642-2778
E-mail：iscep@math.kyushu-u.ac.jp
URL：http://www.math.kyushu-u.ac.jp/ISCEP/

●「計算機統計学の最近の潮流と医学・生物学への
応用」ICNCB "International Conference on New
Trends in Computational Statistics with Biomedi-
cal Applications" （日本計算機統計学会主催）
会　期：2001年 8月 30日（木）～9月1日（土）
会　場：大阪大学コンベンションセンター
照会先：ICNCB事務局／大阪大学大学院基礎工学研究
科　数理科学分野内
〒560-8531 大阪府豊中市待兼山町1-3
Fax：06-6850-6496
E-mail：ICNCB@jscs.or.jp
URL：http://www.jscs.or.jp/ICNCB/

☆ The First International Symposium on Measure-
ment, Analysis and Modeling of Human Functions
（ISHF 2001）／IMEKO, SICE, IEEE（前号既報）
会　期：2001年 9月 21日（金）～23日（日）
会　場：北海道大学
照会先：ISHF2001 Secretariat
E-mail: ISHF2001@ito.dis.titech.ac.jp
東京工業大学　総合理工学研究科
知能システム科学専攻　伊藤研究室
〒226-8502　横浜市緑区長津田4259
URL：http://www.ito.dis.titech.ac.jp/ISHF2001/
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公募情報

時期的に非常にたくさんの公募が出ています。
国立情報学研究所(http: / /www.nii .ac. jp/)による
NACSIS-CISのキーワード検索でヒットした公募の
件数(8月上旬の数字)は、「行動」で27件、「計量」で
8件、「測定」で4件、「統計」で11件、「数理」で25
件、「社会学」で30件、「社会調査」で5件、「心理
学」で27件、「マーケティング」で11件、「認知」で
15件、「看護学」で25件、「保健学」で8件、「公衆
衛生」で3件、などでした。今回は個別諸分野の公
募の紹介を避け、計量的手法や統計学と関係が深い
公募を中心に紹介します。
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、研究者等の公募情報の詳細につい
ては、公募元にご確認下さい。 国立情報学研究所の
「研究者公募情報提供事業」(NACSIS-CIS)の下記
WEBページも参照して下さい。

http://cis.nii.ac.jp/
ただし、以下には上記ページに含まれていない

公募情報も掲載されている場合があります．

☆ 九州産業大学商学部
採用人員：助教授または講師1名
担当科目：マーケティング・リサーチ（ただし「統計
解析」の内容が担当可能であること）

採用予定：2002年 4月 1日
応募期限：2001年 8月 31日
照会先：九州産業大学商学部事務室
〒813-8503　福岡市東区松香台2-3-1
Tel：092-673-5200

☆ 立命館大学経済学部
採用人員：教授または助教授（専任講師の場合もあり
うる）1名

専門領域および担当科目：地域（あるいは都市）経済
学を専門領域とし，「地域経済論」，情報・統計・計
量分析関連科目および調査・実習関連科目を担当
可能であること

採用予定：2002年 4月 1日
応募期限：2001年 9月 7日
照会先：立命館大学教務センター・経済学部
Tel：077-561-3940（直通）
担当：間部（まなべ）・古川（ふるかわ）

☆ 早稲田大学商学部
採用人員：専任講師，助教授または教授1名
募集科目：統計学（経済統計・計量経済学）
採用予定：2002年4月1日または2003年4月1日（い
ずれも9月1日付け採用も可）

応募期限：2001年 9月 10日
照会先：早稲田大学商学部事務所教員人事係
（担当　宮田）
〒169-8050　東京都新宿区西早稲田1-6-1
Tel：03-3208-0874 Fax：03-3203-7067
E-mail：w16ga@list.waseda.ac.jp

☆ 国立情報学研究所
※同研究所から出ている公募の一部のみ紹介

●知能システム研究系 計算知能研究部門
採用人員：教授1名，助教授１名
専門分野：ソフトコンピューティング（ファジー，
ニューロ，ＧＡ等を融合した，計算的な知能モデ
ルの研究）

研究内容：ソフトコンピューティングに基づく知的制
御，知的ヒューマンインターフェイス，画像・音
声認識，学習機能などの研究とその応用システム
の研究開発

要求資質，経験など：独自の概念構築と，それに基づ
く技術・システム開発を自ら行える人材で，ソフ
トコンピューティングシステムの開発経験のある
人が望ましい。国際的なリーダーシップを持ち，行
動力のある人。

●学術研究情報研究系 生物系研究情報研究部門
採用人員：教授1名
専門分野：バイオインフォマティクス関連研究情報の
調査研究

☆ 統計数理研究所公開講座
●統計数理要論（A）：資源管理のための統計分析
日　時：10月 29日（月）～11月 2日（金）
講　師：吉本敦・島谷健一郎・鄭躍軍（統計数理研究
所），内藤登世一（京都学園大学），福田晋（九州
大学）

申込締切日：2001年 9月 21日（金）
講習料：8,800円

●統計数理要論（B）：数量化法入門　
日　時：11月 20日（火）～11月 22日（木）
講　師：土屋隆裕・駒澤勉（統計数理研究所）
申込締切日：2001年 10月 12日（金）
講習料：6,800円

●統計数理要論（C）：統計理論に関わる最近の情報
通信の理論と実際
日　時：12月 6日（木），12月 7日（金）
講　師：瀧澤由美・石黒真木夫（統計数理研究所），深
沢敦司（千葉大学），宮永喜一（北海道大学）

申込締切日：2001年 11月 2日（金）
講習料：5,800円
以上いずれも定員50名（申込多数の場合は抽選）
会場：統計数理研究所　講堂
照会先：統計数理研究所　公開講座係
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
Tel & Fax：03-5421-8720
E-mail：nakajima@ism.ac.jp
URL：http://www.ism.ac.jp/ciss/koukai-kouza.html
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会員の著書等

☆ 林　知己夫「データの科学」（シリーズ（データ
の科学）1）朝倉書店，2001年．

☆ 松原　望「意志決定の基礎」（シリーズ（意志決
定の科学）1）朝倉書店，2001年．

☆ 三野大来「統計解析のための線形代数」共立出
版，2001年．

☆ 三宅一郎「選挙制度変革と投票行動」木鐸社，
2001年．

☆ 三宅一郎・西澤由隆・河野　勝「55年体制下の政
治と経済～時事世論調査データの分析～」木鐸
社，2001年．

☆ 日本ファジィ学会（編）「ファジィとソフトコン
ピューティングハンドブック」共立出版，2000
年．

☆ 岡太彬訓・木島正明・守口剛（編）「マーケティ
ングの数理モデル」朝倉書店，2001年．

☆ 数土直紀「理解できない他者と理解されない自己
～寛容の社会理論～」勁草書房，2001年．

☆ 竹村和久（編著）「消費行動の社会心理学」北大
路書房，2000年．

☆ 土田昭司（編）「対人行動の社会心理学」北大路
書房，2001年．

研究内容：バイオインフォマティクス，これに関する
生物・医学データ，その他関連研究情報の組織化，
管理，評価，研究企画等。

要求資質，経験など：生物・医学研究およびこれに関
する情報に通じ，国内外の研究者を組織して，研
究の企画，推進，評価，展開等を主導できる人材
が望ましい。

●情報学基礎研究系 情報数理研究部門
採用人員：助手１名，任期５年，再任可
専門分野：数値解析，アルゴリズムの研究
研究内容：数値解析（数値線形代数，偏微分方程式の
数値解法，逆問題など）の理論と応用，そのため
の並列計算，または，組み合わせ最適化，数理計
画法，計算幾何学に関するアルゴリズムの理論と
応用。

要求資質，経験など：数理，情報の両方に長けている
人が望ましい。

以上いずれも
採用時期：採用決定後なるべく早い時期
応募期限：2001年 9月 14日
照会先：国立情報学研究所 研究総主幹　小野欽司
　　〒101-8430　東京都千代田区一ツ橋2-1-2
　　Tel：03-4212-2502
　　E-mail：kobo@nii.ac.jp

☆ 鳥取大学教育地域科学部
所属：附属教育実践総合センター
採用人員：助教授又は講師１名
専門領域：教育実践指導（情報教育を含む）
職務内容：
（１）附属教育実践総合センターの主に教育実践指
導部門（教師教育研究分野，教育実践研究分野，情
報処理教育分野）に関わる業務
（２）担当授業科目：教育実践に関わる科目，高等
学校「情報」の教科専門科目，統計処理に関わる
授業科目等，および全学共通科目

採用時期：2001年 12月 1日（予定）
応募期限：2001年 9月 17日
照会先：鳥取大学教育地域科学部庶務係
　　〒680-8551　鳥取市湖山町南4丁目101番地
　　Tel：0857-31-5073

☆ 岡山大学環境理工学部
所属：環境数理学科
採用人員：助教授または講師１名
分野：数学または統計学を基礎として自然科学，社会
科学などへの応用を志向する方。特に，環境現象
の解析などに関心のある応募者を歓迎。

採用予定：2002年 4月 1日（予定）
応募期限：2001年 9月 30日
照会先：環境数理学科　田中　豊
〒700-8530　岡山市津島中3-1-1
Tel：086-251-8831
E-mail：tanaka@ems.okayama-u.ac.jp
学科のホームページ
http://www.ems.okayama-u.ac.jp/

☆ 福井県立大学経済学部
採用人員：助教授または講師１名
募集分野：経営統計学，経営情報（コンピュータ実習
を含む）を担当できる人
（注）カリキュラム改訂が予定されているため，経
営情報（経営統計学の改訂，ビジネスデータの統
計処理および活用）ならびにプログラミング演習
（コンピュータによる統計分析およびマクロ作成）
等の情報実技科目を担当することを重点として選
考する。

採用時期：2002年 4月 1日
応募期限：2001年 9月 30日
照会先：福井県立大学教務課  山田（内線1022）
　〒910-1195福井県吉田郡松岡町兼定島4-1-1
　Tel：0776-61-6000（代表）
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編集後記
皆様、暑い夏をいかが過ごされましたでしょう

か？この会報が発行されるころには、少し涼しく
なっていると良いのですが...。ところで、29回大会
への参加申し込みはお済みでしょうか？参加費は事
前に振り込みをされますとお得です。また、当日の
手続きもスムーズになります。今回の大会では、開
催地、宝塚ならではの楽しい企画も計画されている
ようですので、奮ってご参加ください。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒153-8501東京都目黒区駒場2-19-23
大学入試センター研究開発部
菊地賢一 kikuchi@rd.dnc.ac.jp
TEL：03-5478-1273
FAX：03-5478-1297

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒226-0015 横浜市緑区三保町32
東洋英和女学院大学　人間科学部
林　文
TEL: 045-922-5511（代表）

045-922-7264（研究室直通）
FAX: 045-922-6642（共用）
e-mail: fumih@toyoeiwa.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒565-0871 吹田市山田丘1-2
大阪大学人間科学部
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
狩野　裕

日本行動計量学会会員数
（2001年7月9日現在）
正会員 1022名
準会員 76名
名誉会員 6名
賛助会員 18社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

日本行動計量学会 第29回大会
http://www.koshien.ac.jp/topic&event/event/
bsj2001/index.html

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子


